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第
三
十
八 

  
 

国
勢
調
査 

   
 
 
 
 

一 
  

や
や
時
間
を
さ
か
の
ぼ
る
。 

 

タ
イ
ガ
ー
計
算
器
が
世
に
出
る
二
十
年
ほ
ど
前
、
一
八
九
二
年
の

こ
と
、
国
勢
院
の
審
査
官
だ
っ
た
高
橋
二
郎
は
「
人
口
調
査
電
気
機

械
の
発
明
」
と
題
し
た
論
文
に
ま
と
め
た
。
一
八
九
〇
年
に
行
わ
れ

た
米
合
衆
国
人
口
調
査
に
な
ら
っ
て
、
我
が
国
で
も
最
新
鋭
の
機
械

装
置
と
近
代
統
計
学
の
手
法
を
国
勢
調
査
に
持
ち
込
む
必
要
が
あ
る

と
訴
え
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
が
ホ
レ
リ
ス
式
統
計
機
械
の
有
用
性

を
紹
介
し
た
、
日
本
で
最
も
早
い
論
文
で
あ
っ
た
。 

 

次
い
で
一
八
九
五
年
九
月
、
国
際
統
計
協
会
（International 

Statistical Institute

：
Ｉ
Ｓ
Ｉ
）
か
ら
、 

 

―
―
一
九
〇
〇
年
に
行
わ
れ
る
世
界
人
口
セ
ン
サ
ス
に
日
本
も
参

加
し
な
い
か
。 

 

と
い
う
働
き
か
け
が
あ
っ
た
。 

 

す
で
に
官
界
を
引
退
し
て
い
た
杉
亨
二
は
た
だ
ち
に
行
動
を
開
始

し
、
貴
族
院
の
知
己
に
法
律
の
整
備
を
訴
え
た
。
翌
年
、
貴
族
院
か

ら
「
国
勢
調
査
ニ
関
ス
ル
建
議
」
が
提
出
さ
れ
、
衆
議
院
で
可
決
さ

れ
た
。
こ
の
順
調
さ
で
あ
れ
ば
世
界
人
口
セ
ン
サ
ス
に
参
加
す
る
こ

と
も
夢
で
は
な
く
、
そ
う
な
れ
ば
大
日
本
帝
国
も
世
界
の
先
進
国
に

仲
間
入
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

と
こ
ろ
が
松
方
正
義
、
伊
藤
博
文
、
大
隈
重
信
、
山
県
有
朋
、
伊

藤
博
文
と
短
命
内
閣
が
め
ま
ぐ
る
し
く
交
代
し
た
こ
と
か
ら
、
法
律

の
審
議
が
事
実
上
停
止
し
て
し
ま
っ
た
。
杉
や
高
橋
ら
が
焦
燥
の
思

い
で
法
律
の
成
立
を
見
守
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。 

 

世
界
人
口
セ
ン
サ
ス
へ
の
参
加
は
見
送
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
六
年
後

の
一
九
〇
二
年
に
い
た
っ
て
よ
う
や
く
「
国
勢
調
査
ニ
関
ス
ル
法
律
」

が
成
立
し
た
。 

 

同
法
で
は
、 

 

「
国
勢
調
査
は
十
年
ご
と
に
実
施
し
、
第
一
回
は
、
明
治
三
十
八

年
に
行
う
」 

 

と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
は
、

折
り
悪
く
日
露
戦
争
の
勃
発
で
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
十
年
後

の
一
九
一
五
年
も
、
第
一
次
大
戦
で
見
送
ら
れ
た
。 

 
一
九
一
七
年
、
衆
議
院
で
「
国
勢
調
査
施
行
ニ
関
ス
ル
建
議
」
が

可
決
さ
れ
た
。
翌
年
に
は
国
勢
調
査
の
経
費
が
認
め
ら
れ
、
こ
こ
に

第
一
回
国
勢
調
査
へ
実
施
体
制
が
整
っ
た
。
実
施
の
実
務
は
国
勢
院

に
委
ね
ら
れ
た
。 

 

こ
の
と
き
国
勢
院
は 
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「
実
施
は
三
年
後
と
す
る
」 

 
と
決
定
し
た
。 

 
同
じ
年
に
世
界
人
口
セ
ン
サ
ス
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
初
期
の

計
画
か
ら
二
十
年
遅
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
世
界
主
要
国
入
り
を
果

た
す
意
味
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。 

 

こ
の
と
き
国
勢
院
で
、
国
勢
調
査
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
若
干
の

議
論
が
あ
っ
た
。 

 

横
山
雅
男
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が 

 

―
―
経
済
調
査
を
併
せ
て
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

と
強
く
提
案
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
高
橋
は
「
も
っ
と
も
で
あ
る
」
と
一
度
は
認
め
た

が
、
最
終
的
に 

 

―
―
人
口
調
査
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

と
、
限
定
論
を
押
し
通
し
た
。 

 

所
得
額
や
消
費
性
向
な
ど
を
調
べ
れ
ば
、
経
済
政
策
の
貴
重
な
資

料
と
な
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
た
。
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
先
に
、
初

の
国
勢
調
査
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
、
そ
の
効
用
を
政
府
諸
機
関
に
認

知
さ
せ
る
こ
と
が
、
よ
り
重
要
だ
と
高
橋
は
考
え
て
い
た
。 

 

国
勢
調
査
実
施
日
を
い
つ
に
す
る
か
に
つ
い
て
も
、
国
勢
院
は
さ

ま
ざ
ま
配
慮
を
払
っ
て
い
る
。 

 

年
末
・
年
始
は
、
諸
取
引
の
決
算
や
、
年
賀
の
風
習
が
あ
る
。
日

本
海
側
や
北
海
道
で
は
積
雪
が
多
く
、
調
査
を
す
る
時
期
と
し
て
は

不
適
当
で
あ
る
。 

 

夏
季
は
暑
い
た
め
調
査
員
に
負
荷
が
か
か
る
。 

 

そ
こ
で
春
か
秋
か
だ
が
、
春
は
就
職
・
就
学
、
転
勤
な
ど
で
人
口

の
移
動
が
多
い
。
こ
の
た
め
に
不
適
当
と
さ
れ
、
降
雪
前
の
十
月
一

日
が
選
ば
れ
た
。 
 

か
く
し
て
第
一
回
国
勢
調
査
は
一
九
二
〇
年
十
月
一
日
に
実
施
さ

れ
る
こ
と
が
正
式
に
決
ま
っ
た
。 

 

そ
の
こ
と
が
伝
わ
る
と
世
評
は
不
信
感
や
警
戒
心
を
訴
え
た
。
当

時
、
国
が
す
る
こ
と
に
庶
民
は
強
い
猜
疑
心
を
抱
い
て
い
た
。
こ
と

に
米
騒
動
の
と
き
、
警
官
が
サ
ー
ベ
ル
を
抜
き
、
騎
馬
の
憲
兵
が
群

集
を
蹴
散
ら
し
、
つ
い
に
歩
兵
が
実
弾
を
発
砲
し
た
こ
と
が
尾
を
引

い
て
い
た
。 

 

こ
の
た
め
政
府
は
市
町
村
の
名
で
全
国
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
出
し
、

誤
解
を
解
き
、
調
査
の
目
的
、
申
告
の
方
法
、
調
査
す
る
事
柄
な
ど

を
周
知
さ
せ
た
。
国
勢
調
査
は
こ
う
し
た
こ
と
に
ま
で
気
を
配
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

第
一
回
国
勢
調
査
を
前
に
、
勅
令
が
出
た
。 

 

大
正
十
年
の
勅
令
第
二
七
二
号
「
第
一
回
国
勢
調
査
記
念
章
制
定

ノ
件
」
が
そ
れ
で
あ
る
。 
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記
念
章
は
径
一
寸
の
青
銅
製
メ
ダ
ル
に
白
と
紫
の
綬
を
施
し
、
調

査
に
協
力
し
た
者
、
調
査
事
業
に
関
与
し
た
者
に
贈
附
さ
れ
た
。
よ

ほ
ど
の
名
誉
だ
っ
た
の
か
、
第
六
条
に 

 

「
記
念
章
ハ
本
人
ニ
限
リ
終
身
之
ヲ
佩
用
シ
遺
族
之
ヲ
保
存
ス
ル

コ
ト
ヲ
許
ス
」 

 

と
謳
っ
て
い
る
。 

 

な
る
ほ
ど
〝
お
上
〞
の
大
事
業
で
あ
れ
ば
、
協
力
を
賞
さ
れ
る
の

は
名
誉
に
違
い
な
い
。 

 

だ
け
で
な
く
、
様
々
な
記
念
品
が
作
ら
れ
た
。
各
地
の
民
俗
館
や

博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
る
と
、
南
部
鉄
瓶
と
精
工
舎

製
の
置
き
時
計
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
都
道
府
県
ご
と
に

花
瓶
や
額
、
寺
社
の
社
票
な
ど
が
配
ら
れ
た
。
ま
た
記
念
章
の
図
柄

を
そ
の
ま
ま
写
し
取
っ
た
額
面
一
銭
の
記
念
切
手
も
発
売
さ
れ
て
い

る
。 

 

こ
う
し
た
物
の
中
に
、
鹿
島
市
が
市
中
に
貼
り
出
し
た
ポ
ス
タ
ー

が
、
総
務
省
統
計
局
に
今
も
残
っ
て
い
た
。 

 

そ
こ
に
は
、「
如
何
に
調
べ
る
か
」「
何
時
調
べ
る
か
」「
何
を
調

べ
る
か
」「
何
の
為
に
調
べ
る
か
」
の
四
項
目
が
大
き
く
掲
げ
ら
れ
、 

 

国
勢
調
査
は
社
会
（
よ
の
な
か
）
の
実
況
（
あ
り
さ
ま
）
を
知
る
為

に
行
ふ
の
で
課
税
（
ぜ
い
き
ん
）
で
も
犯
罪
人
（
ざ
い
に
ん
）
を
探

す
為
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

（
カ
ッ
コ
内
の
訓
み
は
原
文
マ
マ
） 

  

と
い
う
説
明
書
き
が
見
え
る
。 

 

総
務
省
の
係
官
に
よ
る
と
、 

 

「
漢
字
に
振
り
仮
名
が
付
け
ら
れ
、
庶
民
に
も
分
か
り
や
す
か
っ

た
。
役
人
的
な
命
令
口
調
や
、
た
だ
の
事
務
的
な
文
章
で
は
な
か
っ

た
の
で
、
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
」 

 

と
い
う
。 

 

こ
う
し
た
周
知
徹
底
の
努
力
が
功
を
奏
し
、
国
民
の
不
信
感
や
警

戒
心
は
薄
れ
て
い
っ
た
。
反
対
に 

 

―
―
日
本
も
本
当
の
近
代
国
家
、
文
化
国
家
の
仲
間
入
り
が
で
き

る
。 

 

と
歓
迎
ム
ー
ド
が
高
ま
っ
た
。 

 

伊
藤
博
文
が
強
引
に
協
約
を
締
結
さ
せ
、
大
日
本
帝
国
に
併
合
さ

れ
て
い
た
朝
鮮
半
島
で
も
、
国
勢
調
査
を
歓
迎
す
る
空
気
が
あ
っ
た
。

親
日
派
は
大
日
本
帝
国
と
の
一
体
性
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
も
の
と
し

て
、
反
日
派
・
抗
日
派
は
民
族
独
立
に
備
え
る
た
め
に
。 

 

各
地
で
講
演
会
が
開
か
れ
、
旗
行
列
や
花
電
車
が
催
さ
れ
た
。
チ

ン
ド
ン
屋
ま
で
出
る
騒
ぎ
に
な
っ
た
町
村
も
あ
っ
た
。
実
施
の
当
日
、

十
月
一
日
の
午
前
零
時
に
な
る
と
全
国
で
サ
イ
レ
ン
や
大
砲
、
寺
や

神
社
で
は
鐘
、
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
た
。 

 

並
行
し
て
国
勢
院
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
・
タ
ビ
ュ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
Ｃ
Ｔ
Ｒ
）
社
に
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ホ
レ
リ
ス
式
手
動
穿
孔
機
と
手
動
検
孔
機
を
発
注
し
た
。
川
口
式
集

計
分
類
機
械
装
置
は
実
用
化
実
験
の
段
階
を
終
え
て
い
た
が
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
人
口
調
査
に
使
わ
れ
た
〝
本
家
本
元
〞
を
手
に
し
た

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

『
情
報
処
理
産
業
年
表
』
は 

 

一
九
二
〇
年
八
月
、
国
勢
院
、
ホ
レ
リ
ス
式
パ
ン
チ
カ
ー
ド
装
置
、

検
孔
装
置
を
輸
入
。 

  

と
記
す
。 

 

こ
れ
は
現
物
が
輸
入
さ
れ
た
年
紀
で
は
な
く
、
実
は
、
三
井
物
産

に
発
注
を
依
頼
（
指
示
）
し
た
と
き
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 

三
井
物
産
は
た
だ
ち
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
事
務
所
に
注
文
書
を

送
り
、
吉
澤
審
三
郎
と
い
う
所
員
が
Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
と
交
渉
を
始
め
た
。 

 

当
初
、
Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
は
「
了
解
し
た
」
と
返
事
を
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
し
ば
ら
く
し
て
、 

 

―
―
検
討
の
結
果
、
貴
意
に
沿
う
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

と
い
う
返
事
が
き
た
。 

 

―
―
当
社
は
新
し
い
営
業
方
針
に
則
っ
て
、
マ
シ
ン
は
レ
ン
タ
ル

契
約
と
な
る
。 

 
 賃

貸
契
約
の
ほ
か
は
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
。 

 

吉
澤
は
同
じ
く
パ
ン
チ
カ
ー
ド
式
統
計
会
計
機
械
装
置
を
製
造
し

て
い
る
パ
ワ
ー
ズ
・
ア
カ
ウ
ン
ト
社
に
も
問
い
合
わ
せ
た
。 

 
 
 

回
答
は
一
緒
だ
っ
た
。 

 

何
度
か
太
平
洋
を
越
え
て
電
信
が
や
り
取
り
さ
れ
る
う
ち
、
パ
ン

チ
カ
ー
ド
装
置
や
ベ
リ
フ
ァ
イ
装
置
で
あ
れ
ば
売
り
渡
す
こ
と
が
可

能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
国
勢
院
は
統
計
会
計
機
械
装

置
本
体
の
輸
入
を
断
念
し
、
翌
年
八
月
、
改
め
て
パ
ン
チ
カ
ー
ド
装

置
と
ベ
リ
フ
ァ
イ
装
置
を
発
注
し
た
。
こ
れ
と
川
口
式
集
計
分
類
機

械
装
置
を
組
み
合
わ
せ
る
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

紆
余
曲
折
を
経
て
、
Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
の
ホ
レ
リ
ス
式
手
動
穿
孔
機
と
手

動
検
孔
機
を
載
せ
た
船
が
横
浜
港
に
着
い
た
の
は
一
九
二
三
年
（
大

正
十
二
）
八
月
二
十
一
日
だ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
個
々
の
家

庭
を
調
査
員
が
訪
問
し
た
の
は
一
九
二
〇
年
の
十
月
一
日
で
、
そ
れ

か
ら
三
年
が
経
ち
、
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
調
査
票
は
事
前
処
理
が

終
了
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。 

 
い
よ
い
よ
集
計
作
業
に
着
手
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

荷
揚
げ
し
よ
う
と
し
た
当
日
、
大
地
が
揺
れ
た
。 

 

幸
い
な
こ
と
に
、
機
械
装
置
一
式
は
ま
だ
陸
揚
げ
さ
れ
て
い
な
か
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っ
た
。 

 
被
災
を
恐
れ
て
、
船
は
神
戸
港
に
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
だ
け
で
あ
れ
ば
、
国
勢
院
は
慌
て
ふ
た
め
き
は
し
な
か
っ
た
。

実
は
こ
の
と
き
の
た
め
に
作
製
し
た
川
口
式
集
計
分
類
機
械
装
置
十

一
台
の
う
ち
、
十
台
ま
で
が
震
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
こ

の
話
は
す
で
に
書
い
た
。 

 

再
び
船
が
横
浜
港
に
戻
り
、
ホ
レ
リ
ス
式
パ
ン
チ
カ
ー
ド
装
置
が

国
政
院
に
設
置
さ
れ
た
の
は
、
同
年
十
二
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
震
災

か
ら
の
復
興
が
旧
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
る
中
で
、
職
員
た
ち
は
ア
メ

リ
カ
製
パ
ン
チ
カ
ー
ド
装
置
に
よ
る
集
計
作
業
に
取
り
掛
か
っ
た
。 

 

操
作
方
法
は
英
文
の
手
引
書
が
あ
っ
た
か
ら
よ
か
っ
た
に
し
て
も
、

集
計
・
分
類
の
た
め
の
配
電
盤
の
設
定
は
ほ
と
ん
ど
手
探
り
で
行
わ

れ
た
。 

 

こ
の
と
き
国
勢
院
は
国
勢
調
査
の
集
計
作
業
に
パ
ン
チ
カ
ー
ド
・

シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ｃ
Ｓ
）
を
使
う
際
の
手
順
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
。 

  
 

①
調
査
票
の
策
定 

 
 

②
記
載
事
項
の
審
査 

 
 

③
符
合
の
統
一 

 
 

④
実
査 

 
 

⑤
調
査
票
の
回
収 

 
 

⑥
記
入
内
容
の
確
認
と
前
処
理 

 
 

⑦
穿
孔 

 
 

⑧
検
孔 

 
 

⑨
分
類
・
集
計 

 
 

⑩
統
計
原
表
の
作
成 

 
  

こ
の
方
式
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
Ｐ
Ｃ
Ｓ
に
よ
る
処
理
で
も
基
本

的
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
第
一
回
の
国
勢
調
査
で
パ
ン
チ
カ

ー
ド
を
適
用
し
た
の
は
八
百
三
十
万
人
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
全
人

口
の
七
分
の
一
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
先
取
性
と
実
行
力
は
高

く
評
価
さ
れ
て
い
い
。 

 

調
査
の
結
果
は
以
下
の
よ
う
だ
っ
た
。 

  

・
総
人
口
は
七
千
六
百
九
十
八
万
八
千
三
百
七
十
九
人 

 

・
内
地
五
千
五
百
九
十
六
万
三
千
五
十
三
人 

 

・
外
地
二
千
百
二
万
五
千
三
百
二
十
六
人 

  

そ
の
後
の
分
類
作
業
に
よ
っ
て
、
国
勢
院
は
以
下
の
よ
う
に
報
告

し
た
。 

  
・
内
地
に
居
住
す
る
者
の
う
ち
何
ら
か
の
職
業
に
就
い
て
い
る
の 

 
 

は
二
千
六
百
四
十
四
万
人 

 

・
産
業
別
で
は
農
林
水
産
業
が
一
千
四
百
四
十
四
万
人
（
有
業
者 
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の
五
六
・
四
％
） 

 
・
鉱
工
業
は
五
百
五
十
八
万
人
（
二
一
・
一
％
） 

 
・
商
業
は
六
百
四
十
二
万
人
（
二
四
・
三
％
） 

  

な
ん
ら
か
の
職
業
に
つ
い
て
い
た
の
は
、
全
人
口
の
四
七
・
二
％

だ
っ
た
。
過
半
数
が
仕
事
に
就
い
て
い
な
い
の
に
内
地
五
千
六
白
万

人
が
暮
ら
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
素
晴
ら
し

い
こ
と
だ
っ
た
。 

 

し
か
し
一
部
の
政
治
家
や
軍
人
は 

 

―
―
こ
れ
で
は
、
国
力
も
へ
っ
た
く
れ
も
あ
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

と
考
え
た
。 

 

政
府
は
こ
の
調
査
か
ら
、
近
代
化
の
た
め
に
は
全
体
の
有
業
者
数

を
増
や
し
て
生
産
力
を
高
め
、
農
林
水
産
業
か
ら
鉱
工
業
へ
の
就
労

の
移
動
を
促
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
読
み
取
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
明

治
政
府
が
取
り
組
ん
だ
〝
殖
産
興
業
〞
施
策
で
は
ま
だ
足
り
な
い
、

と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

殖
産
興
業
の
施
策
は
都
市
へ
の
人
口
集
中
を
促
し
た
。
一
方
で
は

日
本
独
特
の
「
財
閥
」
と
い
う
偏
っ
た
民
間
資
本
を
蓄
積
し
、
多
く

の
成
金
を
輩
出
し
た
。
農
村
は
食
糧
の
供
給
源
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

鉱
工
業
・
商
業
へ
の
労
働
力
の
供
給
源
と
な
っ
て
い
っ
た
。
加
え
て

租
借
地
と
財
閥
系
の
生
産
拠
点
が
中
国
大
陸
に
展
開
し
た
。
そ
の
権

益
を
守
る
た
め
の
軍
隊
を
必
要
と
し
た
。 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
に
比
べ
て
、
日
本
の
資
本
は
脆
弱
だ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
肥
大
化
の
道
を
選
択
し
た
。
そ
れ
は
あ
た
か

も
、
細
い
骨
を
わ
ず
か
な
筋
肉
が
覆
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
肉
体
に
、

過
重
な
鎧
を
着
て
列
強
と
張
り
合
う
の
に
等
し
か
っ
た
。 
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〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

国
際
統
計
協
会 

Ｉ
Ｓ
Ｉ
／ International Statistical Institute

。 

一
八
五
五
年
に
発
足
し
た
統
計
学
社
の
国
際
組
織
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ヴ
ォ
ー

ブ
ル
グ
に
本
部
を
置
い
て
い
る
。 

十
月
一
日 

年
末
、
年
始
は
、
諸
取
引
の
決
算
や
、
年
賀
の
風
習
が
あ
る
。

日
本
海
側
や
北
海
道
で
は
積
雪
が
多
く
、
調
査
を
す
る
時
期
と
し
て
は
不
適

当
で
あ
る
。
夏
季
は
暑
い
た
め
調
査
員
に
負
荷
が
か
か
る
。
そ
こ
で
春
か
秋

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
春
は
就
職
・
就
学
、
転
勤
な
ど
で
人
口
の
移
動

が
多
い
た
め
に
不
適
当
と
さ
れ
、
降
雪
前
の
十
月
一
日
が
選
ば
れ
た
。 

勅
令
第
二
七
二
号 

条
文
は
以
下
の
よ
う
だ
っ
た
。 

第
一
条 

第
一
回
国
勢
調
査
実
施
記
念
ノ
表
章
ト
シ
テ
特
ニ
記
念
章
ヲ
設
ク 

第
二
条 

記
念
章
ノ
図
式
左
ノ
如
シ 

 

章 
 

青
銅
円
形
径
一
寸
表
面
菊
花
輪
廓
内
ニ
戸
籍
ノ
巻
物
ヲ
手
ニ
セ
ル 

 
 
 

大
化
年
間
ノ
国
司
ノ
立
像
ヲ
表
シ
裏
面
ニ
国
勢
調
査
記
念
章
大
正 

 
 
 

九
年
十
月
一
日
ノ
文
字
ヲ
識
ス 

 

綬 
 

織
地
幅
一
寸
二
分
中
央
白
左
右
紫
両
縁
白 

 

２ 
 

記
念
章
ハ
綬
ヲ
用
ヰ
テ
左
肋
ニ
佩
フ 

第
三
条 

記
念
章
ハ
左
ノ
各
号
ノ
一
ニ
該
当
ス
ル
者
ニ
之
ヲ
授
与
ス 

 

一 
 

第
一
回
国
勢
調
査
ノ
事
業
ニ
直
接
関
与
シ
タ
ル
者 

 

二 
 

第
一
回
国
勢
調
査
ノ
事
業
ニ
伴
フ
要
務
ニ
関
与
シ
タ
ル
者 

第
四
条 

左
ノ
各
号
ノ
一
ニ
該
当
ス
ル
者
ニ
ハ
記
念
章
ヲ
授
与
セ
ス
但
シ
処 

 
 
 
 

刑
、
免
官
又
ハ
免
職
ノ
後
前
条
ニ
該
当
ス
ル
者
ニ
付
テ
ハ
此
ノ
限 

 
 
 
 

ニ
在
ラ
ス 
 

一 
 

禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者 

 

二 
 

懲
戒
ノ
裁
判
又
ハ
処
分
ニ
依
リ
免
官
又
ハ
免
職
セ
ラ
レ
タ
ル
者 

第
五
条 

記
念
章
ヲ
授
与
セ
ラ
ル
ヘ
キ
者
ニ
対
シ
テ
ハ
其
ノ
授
与
前
死
亡
シ 

 
 
 
 

タ
ル
ト
キ
ト
雖
仍
之
ヲ
授
与
ス 

第
六
条 

記
念
章
ハ
本
人
ニ
限
リ
終
身
之
ヲ
佩
用
シ
遺
族
之
ヲ
保
存
ス
ル
コ 

 
 
 
 

ト
ヲ
許
ス 

横
山
雅
男 

よ
こ
や
ま
・
ま
さ
お
／
１
８
６
１
〜
１
９
４
３
。
広
島
県
師
範

学
校
を
出
て
小
学
校
教
員
を
務
め
た
の
ち
上
京
し
、
一
八
八
三
年
共
立
統
計

学
校
の
第
一
期
生
と
な
っ
た
。
一
九
一
三
年
内
閣
統
計
局
兼
任
統
計
官
と
し

て
第
一
回
国
勢
調
査
の
実
現
に
尽
力
し
た
。
一
九
三
五
年
か
ら
『
統
計
学
雑

誌
』
を
刊
行
す
る
傍
、
大
学
や
専
門
学
校
、
団
体
な
ど
で
統
計
学
の
講
師
を

務
め
た
。 

吉
澤
審
三
郎 

よ
し
ざ
わ
・
し
ん
ざ
ぶ
ろ
う
：
三
井
物
産
機
械
部
の
社
員
と

し
て
米
国
の
機
械
式
統
計
会
計
装
置
、
作
表
機
な
ど
を
調
査
し
て
い
た
（
政

府
の
委
託
を
受
け
て
い
た
、
と
も
）。
一
九
四
八
年
、
三
井
物
産
か
ら
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｖ
Ａ
Ｃ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
代
理
店
契
約
を
引
き
継
い
で
吉
澤
会
計
機
（
の
ち

「
吉
沢
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
シ
ン
ズ
」
と
改
称
）
を
設
立
し
た
。 
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